
令和 7 年度 学校目標  

 
視点 

4 年間の目標 

（令和 6年度策定） 
1 年間の目標 

取り組み内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程・ 

学習指導 

自立と社会参加を
めざして、キャリア
教育の推進と学習
内容の生活への般
化という視点を持
ち、教育内容に一貫
性や継続性を持た
せながら、生徒が主
体的に取り組める
授業作りを行う。 
 

生徒一人ひとりの課
題や教育的ニーズ、将
来像を捉え、生徒の生
きる力につながる、わ
かりやすい授業づく
りを継続し、組織的な
カリキュラムマネジ
メントを推進する。 

①シラバス、年間授業
計画について、学習指
導要領の内容が反映さ
れているか、実効性が
あるものなのか検証
し、系統性のある学習
指導を進める。 
②大型電子黒板の使用
方法、授業実践や教材
の共有化を図り、一人 1
台タブレット端末を活
用した授業づくりを推
進する。 

①系統性、継続性を意識し
たシラバスや年間授業計
画を検証し、実効性のある
年間授業計画を作成する
ことができたか。 
 
 
②生徒が主体的にタブレ
ット端末を活用し、生活の
中で役立つ授業を展開す
ることができたか。 

２ 
生徒指導・ 

支援 

生徒の実態や課題
等を見立てる力（ア
セスメント力）や問
題を解決する力を
向上させ、チームと
して組織的に生徒
理解や生徒指導・支
援にあたれるよう
にする。 

専門職や他機関と連
携して生徒の実態や
課題を的確に捉えた
個別教育計画を作成
するとともに授業や
支援に反映し、組織
的・継続的な支援・指
導の充実を図る。 
 

①専門職や他機関と連
携して生徒の実態や課
題を捉えた個別教育計
画を作成し、個別教育
計画の目標を意識した
支援・指導を行う。 
②ケース会や支援会議
の中で割り振られた役
割分担の進捗状況や、
評価や改善点を職員間
で共有し、継続的な支
援をする。 

①個別教育計画の目標を
意識した支援・指導を行う
ことができたか。 

 
 
 

②ケース会や支援会議を
行い、職員間で情報共有し
て、継続的な生徒支援・指
導を行うことができたか。 

３ 
進路指導・ 

支援 

生徒一人ひとりの
自己実現をめざし、
自ら進路選択や進
路決定できるよう、
丁寧で分かりやす
い指導・支援を行
う。 

進路指導・支援につい
て専門性の向上につ
ながるマニュアル作
成を検討し、生徒が主
体的に進路選択や進
路決定ができるよう、
組織的な指導・支援を
行う。 

①個別最適な進路選択
につながるように、部
門とグループが組織的
に協力した進路指導を
展開する。 
②進路支援について必
要な情報を整理したマ
ニュアルの作成のため
にアンケートを実施
し、課題の抽出を行う。 

①授業や面談の中で就労
準備性をとらえるアセス
メントツールを活用する
など、部門と連携して進路
支援ができたか。 
②進路研修会・進路会議や
進路指導・支援に活用でき
る課題整理ができたか。 

４ 
地域等との 

協働 

インクルーシブ教
育推進の視点を持
ちながら、近隣の学
校や地域住民およ
び関係機関との連
携協力体制を強化
し、地域に開かれた
学校作りを推進す
る。 
 
 

持続性のある交流を
推進し地域との相互
理解を図る。支援教育
や本校の教育活動に
対する地域の理解を
深めるとともに、支え
合える関係づくりを
進める。HP の活用や
情報発信の方法や内
容を工夫し、地域のセ
ンター的機能の充実
を図る。 

①様々なイベントやボ
ランティアなど、地域
での活動を充実させる
とともに、近隣学校児
童・生徒と交流する機
会を設け、協力関係を
構築する。 
②HP の活用方法と情
報発信を工夫して、学
習活動や学校行事、生
徒会活動を紹介し、保
護者や地域の方々に情
報発信をして本校の理
解を進める。 

①イベントや交流を通し
て、本校生徒や地域の取り
組みについて相互理解促
進を図ることができたか。 
 
 
 
②学校だよりの定期的な
発行、HP での情報発信を
効果的に行い、保護者や地
域の本校への理解を図る
ことができたか。 

５ 
学校管理 

学校管理 

防災や防犯活動に
組織的に取組み、生
徒にとって安全・安
心な学校作りのた
めの危機管理体制
作りや防犯・防災教
育を推進する。 
 
 
 
 

関係機関と連携し効
果的な防災・防犯訓練
を実行することで、危
機管理意識を育てる。
組織的で効率的な業
務改善を図り、多様な
働き方を尊重した体
制づくりを進める。 

①継続的・系統的な防
災学習を検討し、災害
時の安全につながる学
習を各学年で実践す
る。 
②様々な災害リスクに
応じた実践的な訓練を
行うことに加え、地域
の防災研修や危機管理
の情報を収集し、地域
と連携した安全管理を
進める。 
③働き方に合わせた業
務分担を行い、円滑に
業務推進できる環境設
定をするとともに、業
務の平準化を進める。 

①継続的・系統的な防災教
育を実施できたか。 
 
 
 
②ケースに応じた避難の
方法や内容の工夫、実施後
の振り返りについて検討
し、実施することができた
か。 
 
 
③職員間で協力し、グルー
プや学年、部門を超えた協
力体制をとることができ
たか。 
 
 


